
紺
青
賞
表
彰

昨
年
に
続
い
て
、
第
２
回
海
の
日
を
記
念
し
、

総
帆
展
帆
参
加
五
十
回
以
上
の
方
々
に
、
高
林

会
長
か
ら
紺
青
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
海
王
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
穏
や
か
な
晴
天
の
も
と
、
多
数

の
方
々
に
祝
福
さ
れ
て
の
受
賞
式
と
な
り
ま
し

た
。
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
表
面
に
出
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
コ
メ
ン
ト

に
我
々
も
一
層
勇
気
づ
け
ら
れ
、
頑
張
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
ま
だ
受
賞
さ
れ
て
い
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
も
、
次
は
皆
さ
ん
の
番
に
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た

名
の
皆
様
に
は
、
百
回
の
海

23

王
賞
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
受
賞
さ
れ

ま
し
た

名
の
方
々
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、

14

祝
福
申
し
あ
げ
ま
す
。

ウ
エ
ル
デ
ッ
キ
の
甲
羅
干
し

『
尾
瀬
ヶ
原
散
策
』

玉
井
文
次

59

早
朝
富
山
を
出
発
。
北
陸
、
関
越
自
動
車
道

を
順
調
に
走
行
。
天
気
も
良
く
、
気
持
ち
の
よ

い
旅
立
ち
と
な
り
ま
し
た
。
沼
田
イ
ン
タ
ー
よ

り
沼
田
街
道
を
戸
倉
へ
、
途
中
尾
瀬
の
ガ
イ
ド

が
合
流
、
指
示
に
従
う
。

こ
こ
か
ら
は
道
が
狭
く
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

鳩
待
峠
に
到
着
。
休
憩
所
前
に
は
尾
瀬
へ
入
る

人
、
帰
る
人
が
大
勢
屯
し
て
い
る
。
我
々
も
し

ば
ら
く
休
憩
後
、
尾
瀬
散
策
の
注
意
を
受
け
、

人
数
を
調
査
す
る
セ
ン
サ
ー
前
を
通
過
出
発
し

た
。
木
道
が
完
備
、
原
則
と
し
て
右
側
通
行
で

す
。見

事
な
ブ
ナ
と
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
の
中
に
ミ

ズ
ナ
ラ
の
老
木
が
あ
り
、
国
内
で
は
最
大
で
は

な
い
か
と
云
れ
て
い
る
。
林
内
に
は
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
が
異
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
が
多
数

見
ら
れ
た
。

湿
原
入
口
の
山
の
鼻
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

見
学
、
休
憩
後
、
尾
瀬
ヶ
原
に
入
る
。
草
原
が

開
け
、
木
道
が
連
な
り
、
前
に
燧
ヶ
岳
、
後
ろ

に
至
仏
山
を
見
て
進
む
。
今
の
時
期
は
花
も
少

な
く
、
尾
瀬
湿
原
と
い
う
よ
り
、
草
原
と
い
う

感
じ
で
あ
っ
た
。

初
回
の
歩
き
は
約
十
キ
ロ
、
二
日
目
は
約
十

五
キ
ロ
位
で
す
。
木
道
の
建
設
費
は
一
メ
ー
ト

ル
当
た
り
二
万
五
千
円
で
、
材
料
は
カ
ラ
マ
ツ

を
使
っ
て
い
ま
す
。

竜
宮
へ
寄
り
道
し
、
竜
宮
小
屋
に
て
休
み
。

今
日
の
泊
ま
り
は
見
晴
の
燧
小
屋
で
、
夜
は
九

時
に
は
消
灯
と
な
り
ま
す
。

翌
朝
は
朝
食
、
出
発
と
あ
ま
り
時
間
に
余
裕

が
な
く
、
慌
た
だ
し
い
出
立
で
し
た
。
か
な
り

長
い
登
り
で
、
最
初
は
落
葉
広
葉
樹
林
が
続
き
、

標
高
が
増
す
に
し
た
が
い
針
葉
樹
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。

林
か
ら
開
け
た
所
へ
出
る
と
、
尾
瀬
沼
が
見

え
て
き
た
。
沼
尻
に
て
休
憩
。
こ
こ
か
ら
尾
瀬

沼
を
約
半
周
位
、
沼
に
沿
っ
て
歩
く
。
標
高
も

徐
々
に
高
く
な
る
に
し
た
が
い
、
青
森
ト
ド
マ

ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
コ
メ
ツ
ガ
等
の
針
葉
樹
林
帯

と
な
る
。

尾
瀬
沼
休
憩
所
を
過
ぎ
る
と
、
今
回
の
最
高

点
で
あ
る
三
平
峠
か
ら
は
長
い
下
り
で
、
途
中

水
が
流
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
悪
路
が
続
き
ま

す
。一

ノ
瀬
か
ら
は
広
い
道
路
を
大
清
水
ま
で
三

キ
ロ
の
下
り
で
す
。
大
清
水
に
は
休
憩
所
、
み

や
げ
物
店
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
富
山
か
ら
の

バ
ス
に
乗
っ
て
今
回
の
ツ
ア
ー
が
終
わ
り
で
す
。

あ
と
高
速
道
路
を
一
路
富
山
へ
帰
り
つ
き
ま
し

た
。尾

瀬
に
は
、
ま
た
花
の
多
い
季
節
に
時
期
を

変
え
て
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト
ヤ
マ
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
『
富
山
新
港

港
巡
り
』
の
ご
案
内

今
や
日
本
海
側
有
数
の
規
模
を
誇
る
「
富
山

新
港
」
の
今
昔
物
語
を
カ
ッ
タ
ー
を
漕
ぎ
な
が

ら
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
「
シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト
ヤ
マ
」
会
長

で
富
山
商
船
高
専

教
授
の
雨
宮
洋
司
先
生
が

楽
し
く
レ
ク
チ
ュ
ア
さ
れ
ま
す
。

記

日
時

９
月

日
（
日
）

時
～

時

21

9

13

集
合

富
山
商
船
高
専

臨
海
実
習
場

場
所

新
湊
市
堀
岡
明
神
新
３
８
の
６

電
話

０
７
６
６

（
８
６
）
５
１
１
４

定
員

申
し
込
み
受
付
順

名
15

今
回
は
「
シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト

ヤ
マ
」
の
登
録
者
と
登
録
を
希

望
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
先

湊

信
雄

（
高
岡
市
富
岡
町
２
の
１
０
）

電
話

０
７
６
６

（
８
４
）
２
１
６
６

０
３
０

（
２
９
）
８
３
６
７
４

そ
の
他

・
当
日
は
カ
ッ
タ
ー
を
漕
げ
る
服

装
と
履
物
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
天
候
等
に
よ
り､

中
止
ま
た
は
予

定
を
変
更
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

②
『
初
秋
の
山
を
訪
ね
て
』

新
潟
・
頸
城
の
奇
峰
「
駒
ヶ
岳
」

―

標
高
１
４
９
８
ｍ

―

新
潟
の
糸
魚
川
に
は
、
中
央
地
溝
帯
（
フ
ォ

ッ
サ
・
マ
グ
ナ
）
が
あ
り
、
日
本
列
島
を
真
二

つ
に
し
て
い
る
所
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

の
周
辺
に
は
個
性
的
な
名
山
が
多
い
。
雨
飾
山
、

明
星
山
、
黒
姫
山
、
権
現
岳
、
鉾
ヶ
岳
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
沢
あ
り
、
滝
あ
り
、
ハ
シ
ゴ
に
鎖
あ

り
の
変
化
に
富
ん
だ
山
登
り
が
楽
し
め
ま
す
。

今
回
の
駒
ヶ
岳
も
そ
の
一
つ
で
す
。
日
頃
海

王
丸
で
鍛
え
た
技
？
を
存
分
に
山
で
発
揮
し
ま

せ
ん
か
？

記

期

日

９
月

日
（
火
）

23

集
合
時
間

午
前
７
時

集
合
場
所

滑
川
イ
ン
タ
ー

コ
ー
ス

滑
川
イ
ン
タ
ー

⇔

糸
魚
川
イ
ン
タ
ー

⇔

大
神
堂
登
山
口

⇔

第
一
の
水
場

⇔

第
二
の
水
場

⇔

駒
ヶ
岳
山
頂

（
登
り
３
時
間
、
下
り
２
時
間
）

参
加
費

大
人

１
５
０
０
円

持
ち
物

昼
食
、
雨
具
、
水
筒
、
帽
子
、

登
山
靴
か
ス
ニ
ー
カ
ー
、

筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
双
眼
鏡

連
絡
先

上
新
川
郡
大
山
町
上
滝
４
０
８

高
橋
勝
美

電
話

０
７
６
４

（
８
３
）
１
９
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
６
４

（
８
３
）
０
０
２
９

（
詳
細
は
参
加
者
に
連
絡
致
し

ま
す
。）

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪



③
『
野
鳥
観
察
会
』
の
ご
案
内

海
王
丸
パ
ー
ク
内
の
富
山
新
港
臨
海
野
鳥
園

で
“
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
”
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
の
季
節
は
ア
オ
サ
ギ
や
カ
ル
ガ
モ
な

ど
が
観
察
で
き
ま
す
。

当
日
は
「
シ
ー
・
バ
ー
ズ
・
ト
ヤ
マ
」
理
事

で
「
バ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
」
の
田
口
松
男
さ
ん
が

解
り
や
す
く
皆
さ
ん
に
解
説
さ
れ
ま
す
。

記

期
日

月
５
日
（
日
）

展
帆
日

10

時
間

時

分
～

時

分

12

15

13

15

（
展
帆
と
絞
帆
の
間
）

集
合

富
山
新
港
臨
海
野
鳥
園

観
察
棟

場
所

（
日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

徒
歩
で
５
分
）

定
員

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
合
先

水
野

洋
子

（
富
山
市
堀
川
小
泉
二
区

８
５
７
の
２
８
）

電
話

０
７
６
４

（
９
１
）
２
５
４
０

そ
の
他

・
双
眼
鏡
は
会
場
の
施
設
に
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
天
候
等
に
よ
り
、
中
止
す
る
事

が
あ
り
ま
す
。

チ
ョ
ッ
サ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
海
洋
教
室
の
募
集

月

日
（
土
）、

日
（
日
）
の
両
日
に

10

11

12

行
わ
れ
る
財
団
主
催
親
子
海
洋
教
室
の
宿
泊
コ

ー
ス
は
、
ま
だ
ま
だ
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご

近
所
、
お
友
達
等
お
誘
い
合
わ
せ
て
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

②
海
王
丸
の
整
備
作
業
参
加
に
つ
い
て

日
頃
、
総
帆
展
帆
で
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
も
っ
と
海
王
丸
に
親
し
ん
で

み
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

海
王
丸
で
は
、
毎
日
、
業
務
課
の
皆
が
船
体

の
保
存
整
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
余
裕
の

あ
る
方
は
、
少
し
で
も
こ
れ
ら
の
作
業
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
船
の
保
存
と
、
船
員
の
生
活
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

作
業
内
容
は
日
々
異
な
り
ま
す
が
、
参
加
し

て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
市
川
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

チ
ョ
ッ
サ
ー
の
豆
知
識

『
海
の
道
・
・
・
航
路
』

広
い
広
い
海
の
上
に
も
「
航
路
」
と
呼
ば
れ

る
海
の
道
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
船
が
通
る
道
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

航
路
に
は
、
太
平
洋
の
よ
う
な
広
い
海
域
に

あ
る
航
路
か
ら
東
京
湾
の
よ
う
な
狭
い
海
域
に

あ
る
航
路
ま
で
大
小
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
大
洋
に
設
定
さ
れ
た
大
洋
航
路
の
説

明
を
し
ま
す
。
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
ま
で

航
海
す
る
と
き
、
太
平
洋
の
ど
こ
を
通
っ
て
も

何
ら
問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
船

は
あ
る
決
ま
っ
た
海
域
を
航
行
し
ま
す
。
こ
れ

が
、
大
洋
航
路
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
大
洋

で
の
道
と
も
言
え
る
大
洋
航
路
は
、
目
的
地
ま

で
の
距
離
、
海
域
の
気
象
や
海
流
、
浅
瀬
や
島

な
ど
の
航
路
上
の
障
害
物
や
目
標
物
な
ど
の
条

件
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
船
乗
り
が
通
っ
て
き

た
ル
ー
ト
が
収
束
し
、
最
適
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
海
の
道
な
の
で
す
。
陸
地
に
例
え
る
な
ら
、

草
木
が
茂
る
道
の
な
い
大
地
で
も
、
人
が
生
活

を
す
れ
ば
最
適
な
場
所
に
自
然
に
通
り
道
が
で

き
る
の
と
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
海
の
道
と
言

っ
て
も
灯
台
や
ブ
イ
が
あ
っ
て
道
が
区
別
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
大
洋
航
路
を

航
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
も
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
湾
な
ど
船
が
多
い
海

域
に
交
通
整
理
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
作
っ

た
道
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
航
路
は
、
ブ
イ
や
灯

台
に
よ
り
海
の
道
と
し
て
は
っ
き
り
と
区
別
さ

れ
て
お
り
、
長
さ

以
上
の
船
は
必
ず
航
路

50
m

を
航
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
海
上
交

通
安
全
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
湾
、

伊
勢
湾
、
瀬
戸
内
海
の
狭
い
海
域
で
は
、
太
平

洋
の
よ
う
に
好
き
な
と
こ
ろ
を
航
行
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
ま
け
に
、
12

ノ
ッ
ト
の
制
限
速
度
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

航
路
に
入
れ
ば
、
無
線
で
船
名
と
か
船
の
大
き

さ
な
ど
を
「
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
海
の
交
番
所
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
常
時
レ
ー
ダ
監
視
を
行
っ
て
お
り
、
速

度
違
反
を
し
よ
う
も
の
な
ら
す
ぐ
に
「
そ
こ
の

海
王
丸
、
速
度
を
落
と
し
な
さ
い
！
」
と
無
線

で
警
告
さ
れ
ま
す
。
悪
質
な
違
反
者
に
は
５
万

円
以
下
の
罰
金
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
海
の
上
で
も
陸
上
と
同
じ
よ
う
に
し

っ
か
り
と
交
通
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
海
上
で
も
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア

ワ
ー
が
あ
り
、
航
路
に
入
る
と
き
は
た
く
さ
ん

の
船
が
航
路
入
口
で
混
み
合
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
遅
い
船
を
操
船
し
て
い
て
も
、
高
速
道
路

に
合
流
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

展
帆
デ
ー
タ

◆
月
日
◇
天
候
◇
参
加
者
◇
そ
の
他

◆
７
／

◇
晴
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

20

90

ク
ス
ク
エ
ア
ヤ
ー
ド
◇
紺
青
賞
表
彰
式

◆
８
／

◇
曇
◇

名
◇
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
タ
ッ

10

73

ク
ス
ク
エ
ア
ヤ
ー
ド
◇
海
洋
講
座
（
沿
岸
の
鳥

里
の
鳥
「
臨
海
野
鳥
園
の
鳥
た
ち
」）

あ
と
が
き

朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
仕
事
が
終

わ
っ
て
家
に
帰
る
頃
に
は
、
陽
も
沈
ん
で
し
ま

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
が
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
間
に
布
団
を
か
ぶ
っ
て
寝
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
風

な
ど
ひ
か
れ
て
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
夏
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
、
個
人

的
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
か
ら
暖
か
い
祝
福
を
受
け
、
感
激
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
頂
い
た
お
言
葉
の
中

に
あ
り
ま
し
た
が
、
総
帆
展
帆
の
時
に
は
気
を

引
き
締
め
て
、
事
故
な
く
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
風
邪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
。
天
候
の
変
わ
り
目
と
も
な
る
こ
の
時
期
、

皆
様
も
十
分
体
調
に
留
意
さ
れ
、
元
気
な
笑
顔

で
展
帆
日
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｙ

ＫＡＩＷＯ ＭＡＲＵ

舵輪


